
大切な情報を知らせてくれるロボット 

～ 高齢者の記憶と認知機能低下に対する生活支援ロボットシステムの開発 

 

【進め方 – これまで 補足資料】 

 

ロボットによる高齢者の物忘れ支援の実証 

 

高齢者やもの忘れが気になる人に対して、ロボットがタイミングよく話しかけ、その日の日

程や行うべき行動を促す対話型情報支援システムのプロトタイプの開発を行いました。これ

まで、独居生活をしている軽度認知障害のある高齢者 5 名に臨床実験に参加していただい

たところ、対話型の情報支援によって約 90%の割合で、注意喚起・情報伝達を行えていること

が分かりました。 

 

ここでいう対話型の情報支援とは、ロボットと高齢者の対話方法として、人同士の対話の

構造から開発したプロトタイプを差し、対話を開始するための「注意喚起」、情報支援する旨

を伝える「先行連鎖」、情報を支援する「情

報伝達」、対話を終了させる「対話の終了」

で構成されています。もの忘れが多くなって

きた方は、注意力が散漫になる、音が聞こ

えにくくなるなどの特徴がみられますが、臨

床実験の結果、この対話型の情報支援シス

テムのプロトタイプとして有効であることが分

かりました。 

 

また、デイサービスへ出かける準備や、ト

イレなどの行動の促しなどの情報も、ご本人が理解し、遂行できることが分かりました。 
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